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1 ．はじめに

　現代社会では、日常生活で生じるさまざま
な要求や問題に対して個々人が適切に対応す
ることが求められる。そのような状況に建設

的かつ効果的に対処するためには十分な心理
社会的能力を獲得しておくことが必要となる
1 ）。
　心理社会的能力のうち、日常生活に関わる
一般的な能力はライフスキルと呼ばれ、①意
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Abstract
The aims of the present study were: （a） to survey the acquisition situation of skills in 
everyday life （life-skills） and in sport （sport-skills） and sport experiences in welfare 
university students; （b） to clarify characteristics of both skills in welfare university 
students; and （c） to examine the effects of sport experiences on the development of life-
skills. We conducted a survey of 103 students who belonged to welfare university in the 
form of a questionnaire on life- and sport-skills. There showed no difference in the total 
score of life-skills between with and without experiences of competitive sports, although the 
students with more sport experiences showed a higher total score of sport-skills. The total 
score of life-skills positively correlated with that of sport-skills （rs = 0.697, p < 0.001）. In 
everyday life empathy and coping with emotions showed high scores in comparison with 
the other skills, while effective communication and coping with stress, which indicated low 
scores, poorly correlated with the other skills. These results suggest that welfare university 
students would be characterized by the high levels of empathy and coping with emotions 
and the low levels of effective communication and coping with stress in everyday life and 
that more sport experiences would improve sport-skills but not directly develop life-skills 
and thus the promotions to generalize the acquired sport-skills into life-skills effectively and 
the specific approaches to acquire the poorly correlated skills are needed to enhance life-
skills.
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思決定、②問題解決、③創造的思考、④批判
的思考、⑤効果的コミュニケーション、⑥対
人関係スキル、⑦自己意識、⑧共感性、⑨情
動への対処、⑩ストレスへの対処の10下位ス
キルから構成される 2 ）。心理社会的能力は身
体的、精神的かつ社会的健康を増進するうえ
で重要な役割を果たしており 2 ）、心理社会的
能力の一部であるライフスキルはメンタルヘ
ルスや生活の質（Quality of life; QOL）を向
上させ、心身ともに健康に生きることを達成
するために具体的に必要なスキルとされてい
る 1 ）。
　ライフスキルの獲得には学校などの支援的
環境下で Bandura 3 ）の社会的学習理論に基
づいたライフスキル教育を行うことが有効と
されているが 2 ）、スポーツ活動を通しても
獲得することが可能である 4 , 5 , 6 ）。先行研
究では、スポーツ経験が多いほどスポーツ
場面での心理社会的スキルが高いこと 7 ）や、
運動部活動に参加している生徒の日常生活お
よびスポーツ場面での心理社会的スキルは参
加していない生徒よりも高いこと 5 , 8 ）、大
学体育授業におけるスポーツ経験がライフス
キルの獲得を促す可能性があること 8 , 9 ）が
報告されている。これらのことから、より多
くのスポーツ経験を積めばスポーツ場面での
心理社会的スキルが高まり、より高いライフ
スキルが獲得されると予想される。日常生活
およびスポーツ場面での心理社会的スキルと
スポーツ経験との関係に関しては、工学、看
護、環境の各学部で構成される総合大学の新
入生を対象として検討がなされているが 7 ）、
所属や専攻する学問領域が異なる大学生につ
いては明らかにされていない。そこで本研究
では、福祉系大学生を対象として日常生活と
スポーツ場面における心理社会的スキルの獲
得状況と現在までのスポーツ経験を調査し、
福祉系大学生のライフスキルの特徴およびス

ポーツ経験がライフスキル形成に与える影響
について検討することを目的とした。

2 ．方法

⑴　調査対象者
　福祉系大学である K 大学の大学生108名
を対象に調査を行い、103名（男性66名、
女性37名）から有効回答を得た。回収率は
95.4%であった。調査対象者の大部分が1年
生であり、全員がスポーツ科学に関する講
義の受講生であった。

⑵　調査方法および実施期間
　調査は調査対象者全員が受講しているス
ポーツ科学に関する講義の初回授業時（ 4
月上旬）に集合調査法を用いて実施した。
調査対象者に質問紙（資料 1 ）を配布し、
回答内容が講義の評価等に直接関与しない
旨を周知した後、調査項目について多項選
択単一回答形式で回答させた。

⑶　調査項目
　質問紙（資料 1 ）を用いて調査対象者の
属性に関する項目（性別およびスポーツ経
験）、日常生活での心理社会的スキル（以下、
日常生活スキル）に関する項目、スポーツ
場面での心理社会的スキル（以下、スポー
ツ状況スキル）に関する項目の調査を行っ
た。心理的なスキルに関わる概念や用語は
研究領域によって異なっており、類似した
概念に対して異なる用語が用いられている
場合がある10）。本研究では上野11 ）が用い
た定義に基づき、心理社会的スキルを社会
的および対人的側面を含んだ心理的なスキ
ルと捉えて論じている。また、本研究の日
常生活スキルはライフスキルと同義である
が、日常生活とスポーツ場面という 2 つの
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状況下での心理社会的スキルを比較して扱
うため、前述のように用語を定義した。ス
ポーツ経験の調査では中学校、高校、大学
を通算した運動部あるいはスポーツクラブ
での活動年数（以下、運動部歴）を「①なし」

「② 1 ～ 3 年」「③ 4 ～ 6 年」「④ 6 年以上」
の区分の 4 件法によって回答させた。日常
生活スキルおよびスポーツ状況スキルに関
する項目の調査には、中井ほか 7 ）が WHO
によって定義されたライフスキルの10の下
位スキルに対応させて作成した日常生活ス
キル尺度（20項目；資料 1 の（1）～（20））
およびスポーツ状況スキル尺度（10項目；
資料 1 の（21）～（30））を用い、各項目
について「①全くそう思わない」から「⑤
非常にそう思う」までの範囲の5件法によっ
て回答させた。日常生活スキルの10下位ス
キル（各 2 項目）の合計得点は20～100点、
スポーツ状況スキルの10下位スキル（各1
項目）の合計得点は10～50点であった。先
行研究 7 ）に倣い、得点が高いほどそのス
キルが高いと評価した。

⑷　統計処理
　得られた回答は順序尺度データとして単
純集計し、各項目の平均値および標準偏
差から評定尺度上の標本分布に偏りがな
いかどうか確認した。日常生活スキルと
スポーツ状況スキルの調査項目の内的整
合性は Cronbach のα係数を用いて検証し
た。群間におけるスキル合計得点および各
スキル得点の差については Kruskal-Wallis
検定を用いて評価し、Kruskal-Wallis 検定
が有意であった場合は Bonferroni の方法
による多重比較検定を行った。日常生活ス
キルとスポーツ状況スキル間の関係につい
ては Spearman の順位相関係数を用いて検
定した。全ての統計処理は統計解析ソフ

ト（SPSS 15.0J for Windows, SPSS Inc. 製）
を使用して行い、統計的有意水準は 5 %未
満に設定した。

3 ．結果

⑴　日常生活およびスポーツ状況スキルの調
査項目の内的整合性

　日常生活スキルに関する20項目およびス
ポーツ状況スキルに関する10項目の調査項
目から算出された Cronbach のα係数はそ
れぞれ0.813、0.855であった。

⑵　日常生活およびスポーツ状況スキルの合
計得点

　本調査対象者全体で日常生活スキルの合
計得点（平均±標準偏差）は66.8±8.9点、
スポーツ状況スキルの合計得点は31.0±7.0
点であった。日常生活スキルの合計得点と
スポーツ状況スキルの合計得点の間には有
意な正の相関関係が認められた（rs = 0.697, 
p < 0.001）。調査対象者の運動部歴は運動
部歴なしが17名（全調査対象者の16.5%）、
1 ～ 3 年が33名（32.0%）、 4 ～ 6 年が27名

（26.2%）、 6 年以上が26名（25.2%）であっ
た。日常生活スキルの合計得点は運動部歴
なし群が67.8±8.8点、 1 ～ 3 年群が65.2±
7.9点、 4 ～ 6 年群が65.8±10.1点、 6 年以
上群が69.3±8.8点であり、Kruskal-Wallis
検定の結果、各群の合計得点の間に差は見
られなかった。一方、スポーツ状況スキ
ルの合計得点は運動部歴なし群が30.0±6.9
点、 1 ～ 3 年群が28.2±7.3点、 4 ～ 6 年群
が32.4±6.5点、 6 年以上群が33.9±6.1点で
あった。Kruskal-Wallis 検定および多重比
較の結果、 1 ～ 3 年群より 4 ～ 6 年群およ
び 6 年以上群が有意に高値を示した（それ
ぞれ p < 0.05、p < 0.01）。
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⑶　日常生活およびスポーツ状況スキルの下
位スキル得点

　日常生活スキルとスポーツ状況スキルの
各下位スキルの得点を表 1 に示した。調査
対象者全体で見た場合、日常生活スキルで
は共感性や情動への対処が相対的に高い得
点であったのに対し、効果的コミュニケー
ションやストレスへの対処は顕著に低い得
点であった。スポーツ状況スキルについて
は自己意識、問題解決、効果的コミュニケー
ションの得点が相対的に高く、ストレスへ
の対処や創造的思考の得点は低かった。日
常生活スキルとスポーツ状況スキルの各下
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位スキル得点間の関係を表 2 に示した。日
常生活スキルとスポーツ状況スキルの同一
カテゴリーに属する下位スキル得点間で
は、効果的コミュニケーションを除く全て
の下位スキルにおいて有意な正の相関関係
が認められた。日常生活スキルおよびス
ポーツ状況スキルの各下位スキル得点間の
関係を表 3 に示した。日常生活スキルでは
多くの下位スキル間に相関が見られたが、
効果的コミュニケーションと意思決定、問
題解決、批判的思考、対人関係スキルおよ
び自己意識の間、ストレスへの対処と問題
解決、創造的思考、批判的思考、自己意識
および共感性の間、対人関係スキルと批判
的思考および共感性、意思決定と批判的思
考の間に相関関係は認められなかった。ま
た、スポーツ状況スキルの下位スキルでは
ストレスへの対処と問題解決および効果的
コミュニケーションの間を除いた全ての下
位スキル間に有意な正の相関関係が認めら
れた。スポーツ状況スキルの各下位スキル
得点と運動部歴との関係について検討する
と、運動部歴なし群と 1 ～ 3 年群では全て
の下位スキルにおいて差異が見られなかっ
た（表 1 ）。 4 ～ 6 年群および 6 年以上群
の効果的コミュニケーションは運動部歴な
し群および 1 ～ 3 年群と比べて有意に高
かった。 1 ～ 3 年群と比較し、 4 ～ 6 年群
の問題解決および自己意識、 6 年以上群の
創造的思考と共感性は有意に高い得点を示
した。

4 ．考察

　日常生活スキルおよびスポーツ状況スキル
に関する項目の Cronbach のα係数はそれぞ
れ高く、本研究の調査項目は高い内的整合性
を有し、各スキルに関する調査項目として妥

当であることが示された。先行研究 7 ）では
工学、看護、環境の各学部で構成される総合
大学の体育実技科目を受講している大学新入
生の日常生活スキルとスポーツ状況スキルの
合計得点はそれぞれ66.8点、31.2点と報告さ
れており、福祉系の学問領域を専攻する大学
新入生を対象とした本研究の合計得点は先行
研究と同等の値であった。よって、大学新入
生は所属や専攻する学問領域にかかわらず、
同程度のライフスキルを有していると考えら
れる。
　日常生活スキルの下位スキルについて検討
すると、共感性や情動への対処は相対的に高
い傾向であったのに対して、効果的コミュニ
ケーションやストレスへの対処は顕著に低い
傾向を示した（表 1 ）。本研究の調査対象者
は日常生活において他者を理解して受け入れ
たり、自他の情動を認識してそれに対して適
切に対処したりすることができるという傾向
が見られ、これらの傾向は本調査対象者の福
祉系大学生という属性に起因すると推察され
る。一方、自分をうまく表出することができ
ず、日常生活におけるストレッサーに対する
コーピングが未熟であるという傾向が見られ
た。この傾向は先行研究 7 ）での報告と同様
であったことから、大学新入生において未成
熟であるこれらのスキルに重点をおいてライ
フスキル教育を行うことが必要であると考え
られる。また、スポーツ状況スキルの下位ス
キルでは自己意識や問題解決、効果的コミュ
ニケーションが高い傾向であったのに対し
て、創造的思考やストレスへの対処は低い傾
向を示した（表 1 ）。本研究の調査対象者は
概してスポーツ場面では自分自身の長所や短
所を理解した上で状況に応じて対応し、相手
に自分の考えをうまく伝えてプレイすること
ができるが、困難な状況になると柔軟さを欠
いたり、その状況をストレスに感じたりする
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というような傾向があると思われる。
　日常生活での心理社会的スキルはスポーツ
場面での心理社会的スキルと密接に関連する
とされている 4 , 5 , 6 ）。日常生活スキルとス
ポーツ状況スキルにおいて合計得点間および
同一カテゴリーの下位スキル得点間に関連が
見られたことから（表 2 ）、スポーツ状況下
である下位スキルが向上すれば日常生活での
同種の下位スキルが向上すること、スポーツ
状況下で総合的なスキルの向上を図ることで
ライフスキル全体が高まる可能性があること
が示唆される。Danish12）によって提案され
た GOAL 以来、スポーツを通じたさまざま
なライフスキルの教育プログラムが提案され
ているが 6 ）、本研究の結果はそのような取
り組みがライフスキル獲得のために有効であ
ることを示している。しかし効果的コミュニ
ケーションについては、スポーツ状況下では
相対的に高い得点であったにもかかわらず日
常生活では低い得点を示し（表 1 ）、日常生
活とスポーツ状況下での関連は認められな
かった（表 2 ）。上野ほか 5 ）や杉山ほか 6 ）は、
スポーツ経験によって得られたスキルをライ
フスキルとして定着させるには日常生活と関
連付けて般化するよう働きかけていくことが
重要であると述べている。本研究の調査対象
者はスポーツ場面で獲得されたコミュニケー
ションスキルを日常生活でうまく利用できて
おらず、獲得されたスキルを日常生活に般化
させるための働きかけが必要であると思われ
る。
　先行研究 1 , 2 , 7 ）では日常生活スキルの下
位スキルは相互に影響を及ぼし合うとされて
いるが、本研究においても日常生活スキル内
の多くの下位スキル間、スポーツ状況スキル
内のほとんどの下位スキル間に関連が認めら
れた（表 3 ）。しかし、日常生活スキルの効
果的コミュニケーションおよびストレスへの

対処、スポーツ状況スキルのストレスへの対
処は同一状況下の他のスキルとの関係性が低
かった。日常生活やスポーツ状況下ではある
スキルが高まることによってその周囲に位置
する関連のあるスキルが影響を受けて向上す
るが、効果的コミュニケーションやストレス
への対処のように他のスキルの影響をあまり
受けないスキルも存在することから、そのよ
うなスキルの形成を促す取り組みが必要であ
ると考えられる。
　さらに日常生活スキルおよびスポーツ状況
スキルに対するスポーツ経験の影響について
検討した。運動部歴を有する場合、運動部歴
が長いほどスポーツ状況スキルの合計得点が
高かったにもかかわらず、日常生活スキルの
合計得点は同等の値を示した。運動部歴が長
いほど高いスポーツ状況スキルを有するとい
う本研究の結果は高校生を対象として行われ
た調査 5 ）と同様の結果であった。運動部で
の活動期間が長いほど高いスポーツ状況スキ
ルが獲得され、日常生活スキルは高くなるこ
とが予想されたが、運動部での活動期間が長
くても日常生活スキルは同等であったことか
ら、運動部での活動期間の長さはライフスキ
ルの獲得状況を決定する直接的な要因とはな
らないと考えられる。つまりスポーツ経験の
多さではなく、スポーツ経験により獲得され
たスキルを日常生活に般化させる働きかけが
適切に行われるかどうかがライフスキルの形
成にとって重要であることを意味している。
そのためには、スポーツ経験から得られたス
キルやその獲得の過程を認識させ、スキル自
体やそのスキルを他の場面に応用した場合の
価値について理解させる取り組み 4 ）が有効
であると考えられる。
　スポーツ状況スキルの下位スキル得点に注
目すると、運動部歴なし群に比べて 4 ～ 6 年
群および 6 年以上群の効果的コミュニケー
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ション、 1 ～ 3 年群に比べて 4 ～ 6 年群の問
題解決および自己意識、 6 年以上群の創造的
思考と共感性が高かった（表 1 ）。したがって、
運動部での活動期間が長いほどスポーツ場面
では自分の長所、短所を理解して状況に応じ
て柔軟に対応することや相手の状況を考慮し
た上で自分の考えを伝えることができるよう
になると考えられる。これらは、運動部での
活動経験が多くなれば技術の習得や戦術の理
解が進み、プレイの選択肢が増すことで状況
に対する対応の幅が広がることや、チームの
中心として選手間のコミュニケーションを図
り、チーム内を調整する役割を担うことによ
るものであると思われる。
　以上のことから、福祉系大学生のライフス
キルは共感性や情動への対処が高く、効果的
コミュニケーションやストレスへの対処が低
いという傾向が見られると考えられた。また、
スポーツ状況下での総合的なスキル向上がラ
イフスキル全体の醸成を促すことや、他のス
キルの影響をあまり受けないスキルの獲得を
促す取り組みが必要であることが示唆され
た。さらに、ライフスキルの形成にはスポー
ツ経験の多さではなく、スポーツ状況下で獲
得されたスキルを日常生活に般化させる働き
かけが重要であると考えられた。
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資料 1 . 本調査に用いた日常生活スキル尺度およびスポーツ状況スキル尺度
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